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＜はしがき＞

毛様体上皮を介する水分泌に関わるイオンチャンネルの研究は、従来、主にClチャンネ

ルに着目されてきた。一方、毛様体上皮におけるKチャンネルの研究は少なく、これまで

にCa活性型Kチャンネルや膜電位開口型Kチャンネルの報告がみられるだけである。わ

れわれは、新鮮単離したブタ毛様体上皮において、従来毛様体上皮細胞では報告のない新

しいタイプのKチャンネルが発現していることを見出した。

以下にこのチャンネル特性の結果を列挙する。色素・無色素毛様体細胞対におけるホール

セル電流は外向きの電流が優位をしめた。電圧・コンダクタンス関係からこのチャンネル

の開口閾値はおよそ－80mV付近にあることがわかった。低浸透圧溶液230mOsmを負荷

により、このK電流は増大した。Baにより、このK電流は阻害されたが、一方TEA(テト

ラエチルアンモニウム）には感受性が低かった。KCNQチャンネルの特異的阻害剤、

linopirdine(10"M)はこのK電流をほぼ完全に阻害した。このK電流がKCNQチャン

ネルに属することが示唆された。

毛様体色素上皮において優位に発現しているK電流の電気学的、薬理学的特性は、過去に

報告された網膜色素上皮のM様電流に極めて類似し、両者は相同のKチャンネルに由来す

ることが示唆される。すなわち、l)膜電位による不活性化がみられない、2)開口閾値

電位は-100mV付近にあり-20mV以上の電位でコンダクタンスは最大となる、3)古典的K

阻害剤のBaにより抑制されるが、TEAでは阻害されない。この網膜色素上皮M様電流は、

ウシ、サル、ヒトで発現が確認されている。

中枢神経などに広く分布するM電流は、KCNQチャンネルファミリーに属する。この毛様

体色素上皮K電流が、その特異的阻害剤linopirdineで阻害されたことは、これもKCNQ

チャンネル由来である可能性がある。現在KCNQにはl～5までのサブファミリーの存在

が知られており、毛様体色素上皮K電流の薬理特性は、KCNQ5に最も類似している。

毛様体上皮を介する水分泌に関わるイオンチャンネルの研究は、従来、主にClチャンネ

ルに着目されてきた。一方、毛様体上皮におけるKチャンネルの研究は少なく、これまで

にCa活性型Kチャンネルや膜電位開口型Kチャンネルの報告がみられるだけである。本

研究でみられたようなタイプのKチャンネルは同定されていないが、その理由としては、

対象となる細胞の問題であると考えられる。すなわちそれらは主に培養細胞であり、また

新鮮細胞であっても分離方法によっては細胞のダメージが大きく、チャンネルの不活化が

生ずると考えられる。

ある種のKCNQチャンネルは、小腸上皮の分泌上皮に発現する細胞容量依存性Kチャンネ

ルであり、イオン共輸送体を制御し水輸送にかかわっていることが知られている。毛様体

上皮は2層の上皮が重なりイオン輸送はより複雑であるが、本研究で同定されたKチャン

ネルは色素上皮においてKイオンを緩衝する機構として、イオンの能動輸送に関わる可能

性がある。

以上、ブタ新鮮毛様体上皮細胞には、定常電位で開口してるKチャンネルが存在し、それ

らの特性から、KCNQチャンネルファミリーに属すると考えられる。このチャンネルは浸

透圧依存性であり、イオンの能動輸送の制御を介して水輸送に関わる可能性がある。
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